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of Mathematics teacher training)やセオフイール
センギマナ氏(平成24年度修了， Assistant Tutor of 

















(4) 10月8日 Gikongoro 12 YBEを訪問し， ]ICA隊
員にインタビューを実施
(5) 10月9日 RuramaSecondary SchoolとGahima












































































(8) Gahima Agape secondary school 中曽隊員
科学実験ショーを分科会が現在実施している.せっ
かく鳴門教育大学からボランテイアが来ていただくの
であれば， (教育大学出身者や教員経験のない隊員が
多いことから)隊員も含め，教員に対し講義またはワー
クショップを行うことが効果的だと思われる
派遣人材については，短期であれば現職教員の方が
望ましい 長期であれば，大学院生のことを考えると
l年程度の派遣であれば可能性がある 男子隊員のと
ころに女子ボランテイアを短期で派遣する場合は， 2 
116 
名のほうがよいのではないだろうか
派遣の際のボランテイア活動としては，実験助手，
放課後の実験ショー，日本文化交流などを行ったり，
長期隊員のいる学校にて模擬授業を実施することが考
えられる また，大学が得意とする校内研修を新規で
行うことも一案である (SBIの対象校を想定)
4 調査結果の考察・まとめ
(1)短期ボランティアの2名派遣であれば現職経験な
し院生l名+現職経験あり院生l名の派遣について
検討が可能である ただし，現職経験あり院生につ
いては，元々の派遣元である教育委員会の理解を得
ることが必要となる ケースパイケースで検討する
必要がある
(2) JrCA等の長期派遣についても現役生が休学して
2年間行くことも理論的には可能だが，希望人数は
少ない可能性が高い 休学の場合は 1年派遣のほう
が現実的である.2年派遣の場合は現役生卒業後の
派遣ということであれば実施可能であり，短期+長
期の組み合わせでの事業実施も十分に可能である
(3) 校内研修を支援する形であれば，ルワンダの現カ
リキュラムで植われた体験，実験に基づいた(理
想の)授業と基礎教育の各段階で実施されている
National Examinationにフォーカスした実際の授業
との聞をつなぐような活動(授業研究を通じたモデ
ル授業の創作)を行うことができる 今後カリキユ
ラムがさらに構成主義的な内容になっていくことが
予想され，理想、の授業と現実の授業の橋渡しを行う
ことは， I課題解決」に資する活動であると言える
(4) 他方，来年度から鳴門教育大学で開始される予定
のサブサハラ以南アフリカ諸国の理科教員に対する
研修にはルワンダからも 1-2名程度派遣される予
定であり，本件ボランテイア派遣との聞で長期的な
相乗効果も期待できる
(5) 以上のことから，ルワンダにおいては本学が取り
組める課題があると言え，短期+長期の派遣での対
応も可能であり，本学から教員がJrCAの隊員派遣・
自費派遣を問わず現地での支援活動も行うことがで
きる.
国際教育協力研究第8号
